日本語表現の授業実践報告 ―― 隠喩(メタファー)をテーマとして ―― by 玉懸 元
1 . はじめに











科目 (端的に言えば日本語で ｢話す・聞く・書く・読む｣ 力の向上を目指す科






(2008)､ 大島弥生・池田玲子・大場理恵子ほか (2014) など､ 工夫の凝らされ
たテキストが多数刊行されている｡
報告者 (玉懸) の勤務する学部学科でも ｢国語表現法｣ ｢実践話術｣ ｢実用文
章｣ ｢レトリック論｣ といった科目を用意し､ 日本語表現の指導を行なってい















テーマとした回について､ その実際を報告する｡ なお､ この科目の開講期間､
単位数､ 受講生数等は次の通りである｡
○開講期間､ 単位数等……半期 15 コマ (週 1コマ 90 分) 2 単位
○受講生……年度により異なるが 90～140 名程度｡ 主に 2年次学生｡
2 . シラバスの作成
2 . 1 授業概要
レトリックという用語には大きく二つの意味がある｡
(1) レトリックの二面性
a . うまく話す方法､ 説得力ある話し方を意味する｡
b . うつくしく表現する方法､ 魅力的な表現の仕方を意味する｡
実は根底で通じ合うものにせよ､ ひとまずはこのように区別される二つの意
味をレトリックという用語はもっている｡ (1a) は ｢弁論術｣ との関係が深く､





われるなら､ レトリック論のほうは (1b) の側面からレトリックを取り上げ
るのがよさそうだ｡




見たまま感じたままに話す (書く) ことは､ 必ずしも最良の表現方法で
はない｡ 相手に効果的に訴えるためには､ 様々な手法が用いられる｡





なお､ 以下では､ 特に断わらない限り ｢レトリック｣ とは (1b) の意味で
のレトリックを指す｡
2 .2 授業計画
レトリックに関するテキストや参考書籍は､ 榛谷泰明 (2002)､ 瀬戸賢一
(2002､ 2005)､ 柳沢浩哉・香西秀信・中村敦雄 (2004)､ 速水博司 (2005)､ 菅
野盾樹／編 (2007)､ 野内良三 (2007)､ 荻生待也 (2008)､ 鍋島弘治朗 (2011)､
中村明 (2013)､ 多門靖容 (2014) など､ 入門的なものから本格的なものまで
硬軟さまざまなものが刊行されている｡ 報告者は､ 主に瀬戸賢一 (2002) (以
下 ｢瀬戸書｣) に学びながら授業計画を立てた｡
瀬戸書は､ 平明でありながら密度のある文章で綴られ､ 基礎を学ぶに十分な






(3) レトリックの手法 1 隠喩
レトリックの手法 2 直喩
レトリックの手法 3 擬人法
レトリックの手法 4 共感覚法､ くびき法
レトリックの手法 5 換喩､ 提喩
レトリックの手法 6 誇張法､ 緩徐法
レトリックの手法 7 曲言法､ 同語反復法､ 撞着法
レトリックの手法 8 婉曲法､ 逆言法､ 修辞疑問法
レトリックの手法 9 含意法､ 反復法
レトリックの手法 10 挿入法､ 省略法､ 黙説法
レトリックの手法 11 倒置法､ 対句法､ 声喩
第 1 回の授業がガイダンス､ 第 2・3 回がレトリック研究の事例紹介 (注 1









(ア) 見たまま感じたままに話す (書く) ことは､ 必ずしも最良の表現
方法ではない｡ (イ) 相手に効果的に訴えるためには､ 様々な手法が用
いられる｡ (ウ) ｢効果的に訴える｣ ための手法全般を指して ｢レトリッ
ク｣ と言う｡ 本講義では､ レトリック研究の論点・事例を見た後､ (エ)
レトリックの具体的な手法について､ その基礎を実践的に学ぶ｡
具体的には､ シラバスに記載した上記 (2) の内容を口頭で説明しながら､
下線部 (ア)～(エ) のそれぞれについて､ 次のようなことを補足した｡
以下､ 受講生に語りかけた内容を記す部分は､ デス・マス体で記述する｡ ま







す [富士山の写真をスクリーンに映す]｡ 富士山を目の前にして､ 皆さんなら
どんな感想を漏らすでしょうか｡
こんな感想が洩れるかもしれません ｢すごい……｣ と [｢(今まさに富士山を
目の前にして) ｢すごい……｣｣ と板書する]｡ これは､ たった一言のたいへん
シンプルな感想です｡ けれども､ 私はこれを表現として拙劣だとは思いません｡













なお､ この ｢すごい……｣ はレトリックの手法で言うと黙説法という手法にあ
たります｡ この表現手法ものちのち授業の中で取り上げます｡
さて､ 富士山を目の前にして ｢すごい……｣ とつぶやくことが魅力的な表現
であるとして､ 一方､ 次のようになるとどうでしょうか｡
富士山を見物して帰ってきました｡ 後日､ ある友人から ｢富士山を見てきた
そうだね｡ どうだった？｣ と聞かれました｡ [｢富士山を見てきたそうだね｡ ど
うだった？｣ と聞かれて｣ と板書する]｡ このとき､ こんなふうに答えたとし
たら､ どうでしょう [｢すごかった！｣ と板書する]｡ この ｢すごかった｣ は､





(b) (｢富士山を見てきたそうだね｡ どうだった？｣ と聞かれて) ｢すごかっ
た！｣









さんの 『桐島､ 部活やめるってよ』 という小説の一節です｡
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ウ 『桐島､ 部活やめるってよ』 集英社文庫より)
3～4 行程度の短い文章ですけれども､ 複数の表現手法が織り込まれていま
す｡ たとえば､ 次の部分です｡ [｢景色は秋の余韻と冬の予感を含んでいて｣ と










を盛り込むということです｡ この (c) には､
｢○○の××｣ という言い方が 2 回出てきます (実はそのこと自体も対句法の
行使なのですが､ ここではそれには触れません)｡ その ｢○○｣ の部分に ｢秋｣
と ｢冬｣ が置かれて､ これがペアをなしています｡ 対句法というのは､ こうい
うふうにひとまとまりの表現の中に何らかのペアを盛り込むことなのです｡
ところで ｢秋｣ と ｢冬｣ がペアであるというのは､ どういう意味合いでペア
なのでしょう｡ ｢鴨｣ と ｢コインロッカー｣ では普通ペアになりません｡ でも
｢秋｣ と ｢冬｣ がペアだと言えるのはなぜでしょうか｡ それは､ どちらも季節
名称の一つだからです｡ つまり､ 同一の意味分野に属することでこの両者はペ
アなのです｡
実は､ この (c) には､ これとは質の異なるペアがもう一つ盛り込まれてい
ます｡ ｢××｣ の部分に置かれた ｢余韻｣ と ｢予感｣ です｡ これは､ 意味の上
でのペアではありません｡ 音の上でのペアです｡ [｢ヨイン｣ ｢ヨカン｣ とフリ










○下線部 (ウ) (エ) について

















いま ｢相手に効果的に訴えるための手法全般｣ と言いましたけれども､ これ
は､ たいへん広義です｡ たとえば､ 声の大きさとか間の取り方とか､ それも相
手にうまく訴えかけるには大切な要素でしょう｡ その通りであって､ そうした
ものもレトリックの手法として論じることができます｡ レトリックという用語




1 . うまく話す方法､ 説得力ある話し方を意味する｡ 弁論術としてのレ
トリック｡




















ラバスの記載内容を､ (3) を中心として口頭で述べただけである｡ とくに補足
説明はしていない｡
4 . 授業の実際
はじめに取り上げたレトリックの手法は､ 隠喩である｡ ここでは､ その授業
の実際を報告する｡







なお､ 手法のおおまかな説明に始まり､ その手法の実践練習 (レポート作成)
に至る授業の流れは､ 後の回で他の手法をテーマとするに際してもだいたい共
通である｡ ただし､ 後の回では､ 実践練習の成果を教員から紹介する時間が授
業冒頭に設けられることになる (5 節で言及する)｡
例文として次の [1]～[3] (例文そのものは後掲｡ ここでは出典のみ掲げる)
を用意し､ 印刷して受講生に配布した｡ なお本稿では､ 例文番号に [ ] を使
い､ 他の通し番号と区別する｡
[1] 安野光雅 『わが谷は緑なりき』 より
[2] 伊坂幸太郎 『重力ピエロ』 より
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[3] 野口悠紀雄 『｢超｣ 文章法』 より
以上のうち [1] は瀬戸書が挙げた例文､ [2] [3] は報告者が採取した例文





さて､ 今日の授業で取り上げるレトリックの手法は ｢隠喩｣ です｡ 隠喩とは
どんな表現手法か､ はじめにおおまかな説明をしておきましょう｡ 一口に言え








それでは､ 隠喩が用いられた文章の例を見てみましょう｡ [例文 [1] を音読
する]
[1] 芋の葉の露も､ まるいたまだ｡ 涙も､ まるいたまだ｡ 雨つぶも､ まるい
たまだ｡ ところが､ その雨が凍って雪になると､ もうまるくはない｡ ふ
わふわの綿のようになってしまう｡
顕微鏡ではじめて､ その雪を見た人はだれだろう｡ その人はどんなに
おどろいただろうか｡ 顕微鏡で見えたのは､ うつくしい花だった｡ それ
とも､ すばらしい宝石だったか｡ しかし､ みるみるうちに､ その宝石は､
とけて水になった｡ やはり､ 雪だったのだろうか｡ 見まちがいではなかっ
たか｡ それとも､ これは魔法かもしれない｡ でなかったら､ だれが雪を
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そんなうつくしい花にしたのだろう｡ (安野光雅 ｢ものの形 その 1｣
『わが谷は緑なりき』 筑摩書房より)
安野光雅さんの ｢ものの形｣ という文章の一節を読んでみました｡ これは､
瀬戸賢一さんも隠喩の説明のために引いている (瀬戸書 20～21 ページ) 一節
で､ 隠喩の価値を理解するにはもってこいの例文です｡






次のものは見逃せません｡ ｢うつくしい花｣ と ｢すばらしい宝石｣ です｡ ど
ちらも雪の結晶のことを表した言葉です｡
皆さんは､ 雪の結晶を実際に見たことがありますか｡ イメージをつかむため
に､ その写真を見ておきましょう｡ [雪の結晶の写真 (図 1) をスクリーンに
映す] この世にこれほど精緻で美しいものがほんとうに存在するのか､ とため
息が出そうな姿をしています｡




















は､ どう表現するか｡ そこで駆使されるのが ｢隠喩｣ です｡ [【板書例④】を指
し示す] つまり､ 雪の結晶を何か別のあるものに喩えて表わすのです｡ 安野さ




安野さんは雪の結晶について､ 花だ､ 宝石だ､ と表現しました｡ けれども､
理屈を言えば､ 雪の結晶と花は別物です｡ もちろん雪の結晶と宝石も別物です｡

















雪の結晶≠花 雪の結晶≠宝石 現 実 の 世 界
いま板書したように､ 現実の世界では成立しないけれどもレトリックの世界
では成立する､ と言い直してもいいでしょう｡ 瀬戸賢一さんは､ このことを




ここで､ 作家の伊坂幸太郎さんの小説 『重力ピエロ』 の一節を読んでみましょ





いという構え方だ｡ 私は､ どちらが正しいのかは分からなかったが､ そ
の時は現実に自転車を漕いでいた｡ 駅へ向かっていた｡ (伊坂幸太郎
『重力ピエロ』 新潮文庫より)
いかがでしょうか｡ 伊坂さんは ｢人生｣ を ｢自転車レース｣ ｢レストランで
の食事｣ に喩えてみせています｡ なるほどと唸らせられます｡ さらにこの文章
の気の利いたところは､ ｢……構え方だ｣ という箇所までは ｢レトリックの世
界｣ で話を進めておきながら､ そこから ｢その時は現実に自転車を漕いでいた｣













































紀雄 『｢超｣ 文章法』 より)
いかがでしょうか｡ 景気対策と構造改革との違いを説明した文章ですが､ 一
読して理解できた人はあまりいないのではないでしょうか｡ これは決して分か
りやすい文章とは言えません｡ 野口さん自身 ｢説明は正確だが､ ピンとこない｣







これは､ 野口さんの同書 (117 ページ) にあった例文に少し手を入れたもの
です｡ 景気対策と構造改革をそれぞれ ｢熱冷まし｣ と ｢手術｣ に喩えたわけで


















す｡ 直感に訴えるがゆえに､ その訴求力はとても強い｡ 野口さんは ｢この技術




提出を受けた出席票 (兼レポート用紙) から 20～30 作品を選出し､ それを
受講生全員に紹介するため､ パワーポイント資料*4 (以下 PPT 資料) を作成
することが翌週への重要な準備作業である｡ ここには､ その PPT 資料作成の
手順等を書き留めておく｡
当然､ すべての出席票に目を通すところから準備がはじまる｡ 受講生数が多






えるにしても ｢人生とは迷路である｡ なぜなら､ そこには道をさがし迷う自由














さて､ このようにして受講生の出席票すべてに目を通した後､ 20～30 作品
を選出する｡
時折､ オリジナルではない一節 (文学作品の引用など) をレポートしてくる
受講生もいる｡ たとえば ｢人生はただ歩き回る影法師､ 哀れな役者だ｡ 舞台の
上で見栄をきったり思い悩んでみせたりして､ 出番が終わればどこかへ消えて
しまうのだ (シェイクスピア 『マクベス』 より)｣ など｡ 出典が明記してあれ
ば､ 文学作品の紹介を兼ねてそうしたものをピックアップすることもある｡
『マクベス』 のように英語を原文とする文学作品からの引用であれば､ 原文
(Life's but a walking shadow, a poor player. That struts and frets his hour

















かまわない｡ 報告者はMOOII TECH 提供のフリーウェア ｢PhotoScape｣ を
使用している｡ フリーであるものの､ 機能は十分だ｡
その作業の済んだ jpeg 画像を､ 紹介する順番を考えながらPPT資料に流し
込む｡ それが一通り済めば､ 選出作品を受講生全員に紹介するための PPT 資
料が完成する｡ その 1スライド (サンプル) を図 3として掲げておく｡






に簡単なコメントを付けながら 20～30 例を紹介するのに要する時間は 15～20
分程度である｡ 簡単なコメントとは､ たとえば上述の､












授業計画を立てたかを略述した (2 節)｡ その後､ 初回の授業におけるガイダ
ンスの進め方について述べ (3 節)､ 続いては､ 隠喩をテーマとした回を取り
上げてその授業の実際を報告した (4 節)｡ 5 節では､ 翌週の授業への準備作業
にも言及した｡
本稿が授業実践報告のオーソドックスなスタイルを備えていないことは承知






















く｡ 瀬戸書とこれらの辞典なしでは､ この授業を組み立て､ 実践することはで
きなかった｡ 感謝申し上げます｡
○野内良三 (1998) 『レトリック辞典』 国書刊行会
各種レトリック手法の説明が必要十分になされている｡
○野内良三 (2005) 『日本語修辞辞典』 国書刊行会
各種レトリック手法の用例が充実している｡
注
*1 ここに記したように､ レトリックの手法を実践的に学ぶ前に､ レトリック研究の
事例 (たとえば中村敦雄 2004 など) を紹介する回を設けているのだが､ 本稿で
は割愛する｡
*2 本稿では挙げきれないが､ 授業中には､ 関連する小説､ 映画､ 絵画､ 音楽､ 漫画､
写真などの紹介に努めている｡ そうしたさまざまな表現に触れることは､ 言語表
現の腕 (レトリックの手法) を磨くにも有用だと考えるからである｡ フランシス
コ・デ・ゴヤ《巨人》については､ そのようなことの一例としてここに述べた｡





*4 Microsoft 社製のソフトウェア ｢パワーポイント｣ を使用して作成するプレゼン
テーション資料｡
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